
第３回 街なかサポーター会議開催結果 

１．開催概要 
１）⽇時・参加者等

開催⽇時 2017 年 5 ⽉ 30 ⽇（⾦）19 時 00 分〜21 時 30 分 
開催場所 松⼭アーバンデザインセンター1 階 

内容 

・レクチャー「教育・⼦育て⽀援の場づくりのポイントと仕組み」
講師︓古池 陽⼀ ⽒ / 株式会社ボーネルンド

・質疑応答
・テーマに関する意⾒交換

参加者 

⼀ 般 参 加
者 

23 名 

関係者 

4 名 
松村 暢彦   
⼩野 悠    
柳原 卓    
新居⽥ 真美 

副センター⻑ 
副センター⻑ 
シニアディレクター
研究員

事務局 

５名 
坪内 洋   
兵藤 ⼀⾺  
河上 康志 
⾚尾 光司 
⼩⽥ 真太郎 

都市デザイン課 
都市デザイン課 
都市デザイン課 
（株）アール・アイ・エー 
（株）アール・アイ・エー 

計 32 名 
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２）タイムテーブル 
 

タイムテーブル プログラム 担当 
19:00〜19:15 
（15 分） 

・第 2 回⽬会議の振り返り 
・講師紹介、本⽇の進め⽅説明、個別シートの記⼊ 

⼩野准教授 

19:15〜20︓00 
（45 分） 

・レクチャー︓ 
「教育・⼦育て⽀援の場づくりのポイントと仕組み」 

古池陽⼀⽒ 

20:00〜20:10 
（10 分） 

・質疑応答 ⼩野准教授 
古池陽⼀⽒ 

20:10〜20:50 
（40 分） 

・意⾒交換 
「住みたい（暮らし・交流）街にするには、どんな施設・機能が必要
か」をテーマに、銀天街にこういうものがあったら良いな、または導⼊し
てほしい、と思う機能について意⾒交換する。 

1 班︓松村教授 （都デ:坪内課⻑） 
2 班︓柳原教授 （都デ:兵藤副主幹） 
3 班︓⼩野准教授（RIA︓⼩⽥） 
4 班︓新居⽥研究員（都デ:河上主査） 

各班 
 

20:50〜21:02 
（12 分） 

・意⾒発表（4 班） 各班 

21:02〜21:05 
（3 分） 

・総評 松村教授 

21:05〜21:10 
（5 分） 

・今後の予定（次回開催告知） ⼩野准教授 
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２．開催結果 
１）全体説明・公演

レクチャー

○講師

古池 陽⼀ ⽒

○テーマ

教育・⼦育て⽀援の場づくりのポイントと仕組み

○時間

19:15〜20︓00

今回は、現在、⼦ども向けおもちゃの販売や⼦どもの遊び環境づくりで全国展開している㈱ボーネルンドの古池
陽⼀⽒をお招きし、レクチャーしていただきました。 

㈱ボーネルンドの会社概要をはじめ、ボーネルンドにおける⼦どもの遊び環境づくりの事例や、⾏政との協働によ
る環境づくりの取り組み事例、「てんしば」プロジェクトにおける取り組み事例など、教育・⼦育て⽀援に関するさまざ
まなお話をいただきました。 

特に、⾏政との協働プロジェクトを通じて、「⼦育て⽀援」が単なる⽀援センターを作るわけではなく、「教育・居
場所づくり・⼤⼈との関わり」、「街は⼈が居ることで成り⽴つ」、「「⼈」を育てていく為の環境・仕組みこそが最も重
要」といった考えに基づき「⼦育て⽀援」事業を進めている、というお話は⼤変共感できるものだったと思います。 

今回レクチャーいただいた内容も、「⼈が集まる場所」ということがベースとなっており、これまでのサポーター会議に
おける「⼈が集まる」や「交流」といったキーワードに重なる⼤変有意義な内容でした。 
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２）各班の WS の結果

１班 

○メンバー

⾕岡 加寿美 
⽑利 彩希 
⽇野 ⼆郎 
沢⽥ 由美 

⼩⾕ 祐樹 
坪内 洋 
松村 暢彦 

医療・福祉 教育・⽂化 

・散歩コース
・ウォーキング

・フランス語講座
・芝居
・保育園

⽣活・商業 居住系・その他 

・スペインバル
・飲み屋
・ブックカフェ
・ランチ
・映画館

・交流スペース（作り込まない）
・公園（ジョギング）
・料理研究
・職場
・深夜も安全
・無料駐輪場
・タウンウォッチ
・⾞以外で移動（歩かずに）
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２班 

○メンバー 
松波 雄⼤ 
⽇野 順⼦ 
東川 祐樹 
越智 あい 

⼆宮 秀⽣ 
松島 宏⾏ 
兵藤 ⼀⾺ 
柳原 卓 

医療・福祉 教育・⽂化 
・運動 
・⾬の⽇でも利⽤できる⽼⼈⽤トレーニングジム 
・リハビリ病院 
・診療所 
・運動して集まるところ 
・仕事の後に使えるスポーツパーク 
・ランニング 
・フットサル 
・スケボー 
・⾷後にジム 

・習い事ができるところ 
・雑貨づくりができるところ 
・展⽰できる、イベントができるところ 
・まちなかの図書館 
・美術館 
・静かな展⽰スペース 
・ゲームセンター 
・⽇曜の野外映画イベントができるところ 
・（商業を⽣かした）習い事ができるところ 
→銀天街イベント等への展⽰ 

⽣活・商業 居住系・その他 
・何かあったらここで⾷べたら良いところ 
・年をとっても働けるところ 
・いろいろな⾷べ物が出店しているマルシェで朝⾷ランチ 
・朝ご飯が買えるところ（種類たくさん、市場のような） 
・朝昼にコーヒーを飲むところ 
・恒例⾏事、イベント、映画、集まりやすいきっかけの場 
・⼀⼈分ずつ買えるお店 
・宅配 
・スーパー 
・グループ共同購⼊ 

・⼤きいお⾵呂 
・共有できるものは共有し、居住スペースは最⼩限 
・共有スペース 
・公園、散歩、体操 
・駅までピストンバス 
・公共交通の利⽤が便利 
・飲⾷、喫煙、おしゃべり、新聞（図書館） 
・⼈の集まる場所 
・夜にふらっと出ていけるところ（⽝の散歩とか） 
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３班 

○メンバー 
三好 花保 
近藤 恭⼦ 
團迫 佳輝 
庄屋 宏美 
樋⼝ 孝幸 

浅⼦ 佳英 
⼩⽥ 真太郎 
⼩川 憲次 
⼩野 悠 
 

医療・福祉 教育・⽂化 

・保育園（家からほどほどの距離で送り・迎え） 
・休⽇は朝から登⼭ 
・登⼭終わりの銭湯 
・休⽇、外で⼦どもと遊ぶ 
・キャッチボール等ができる規模の広場 
・緑たっぷりの空間(アイスやクレープを買い⾷いする) 
・ジムで⾝体を動かす 

・⼦どもを遊ばせて疲れさせるところ 
・⽝のための⽔飲み場、オープンカフェ併設 
・動物を連れていける場所(⽝の散歩で街なかを利⽤) 
・空き地に放し飼いされているヤギに挨拶してから学校
へ向かう 
・朝からやっている街なかにある温⽔プールで毎⽇ 1.5
キロ泳いでいます 
・⼦どもが夢中で遊んでくれるような施設に連れていく 
・夜に⼦どもを預けて夫婦で飲み歩きできるようにする 

⽣活・商業 居住系・その他 
・アウトドアショップで登⼭グッズを購⼊ 
・⼦どもを連れてショッピング（⼦ども服） 
・⼀⼈でも⼊りやすいちょっとオシャレなパスタ屋さん（⼀
⼈ランチするところ） 
・スポーツバー（バイト終わりに寄ってハイネケンを飲み
ながら海外サッカー観戦） 
・商店(スーパー)(⼣⾷のおかずを近所で買って帰る） 
・学⽣が使える施設（安く使える、過ごせる場所） 
・隠れ家チックでかつ外に開けたオープンな場所で休憩
（お茶） 
・朝早くから開店しているお総菜屋さん or パン屋さんで
お昼ご飯を買っていく 
・同僚と昼⾷、定⾷屋、喫茶店 
・カフェじゃなくて⾷べ歩きっぽく、のんびりできるところ
（屋外） 

・コーヒーを飲みながら図書館で美術雑誌を飲んでイン
プットする 
・まちなかにある勉強部屋で勉強 
・休憩は併設のカフェにて 
・朝起きて散歩、ラジオ体操を広場でする 
・孫と⼀緒に遊び場にお出かけ 
・いろいろな種類の公園（世代別、遊具のバリエーショ
ンがある 等） 
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４班 

○メンバー 
武井 泰⼦ 
清⽔ ⼤司 
上⽥ 憂 
⼤⻄ 彰 

⻑坂 紀⼦ 
河上 康志 
新居⽥ 真美 
 

医療・福祉 教育・⽂化 

・病院への通院 
・⼦供がよく病気をするのでかかりつけの⼩児科 
・⾞いすで近くの病院 
・休⽇に福祉施設で友達とゆったりお話 
・⼦供を保育園に預け近くにあれば 
・シニアが通えるスポーツジム 

・まちは並⽊道 
・朝⼀時間散歩 
・ウォーキング、太極拳を公園・家の近くで⾏う場所 
・近くのお⾵呂場、銭湯 
・広場（ラジオ体操、遊具あり、アイスクリーム屋さん） 
・いろいろな世代が集まる広場がある 
・バーベキューする 
・平⽇に公園を⾒ながら通学 
・外で⽊陰で遊ぶ 
・休憩場所・公園 
・⾃転⾞道が広い⽅が良い 
・バイクの趣味 

⽣活・商業 居住系・その他 
・⾼齢者向け⾞いすバリアフリーのスーパー 
・ファミレス 
・⼣⽅帰りに近くのスーパー 
・⾃転⾞で⾏動、買い物は近くのスーパー 
・ショッピング 
・朝⾷が⾷べられるお店 
・個店で買い物 
・総菜屋で弁当 
・マルシェでお惣菜を買う 
・パン屋、おいしいコーヒー⾖ 
・朝起きて健康のため弁当を作る・⾷事の準備 

・⼩学校 
・将棋教室（オフィスビル 2 階） 
・お祭り、⼟曜夜市 
・⼤⼈から⼦供まで楽しめるイベント 
・コミュニティスペースで映画鑑賞 
・図書館で本を借りる 
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３）総括 

第３回⽬は、㈱ボーネルンドの古池陽⼀⽒を招き、「教育・⼦育て⽀援の場づくりのポイントと仕組み」というテーマで、
ボーネルンドにおける⼦どもの遊び環境づくりの事例や、⾏政との協働による環境づくりの取り組み、「てんしば」プロジェクト
の事例についてレクチャーをいただきました。 

その後、各班で「住みたい（暮らし・交流）街にするには、どんな施設・機能が必要か」をテーマに、銀天街にこういう
ものがあったら良いな、または導⼊してほしい、と思う機能について意⾒交換を⾏いました。今回は「参加者が⾃分と異な
る⽴場を設定し、その⽴場になって意⾒交換する」、というロールプレイング式のグループワークを実践しました。松村先⽣
の総評でも、はじめて聞いた時はちゃんとできるのか⼼配だった、というコメントもいただきましたが、⾃分と異なる⽴場にな
って考えてみることで、これまでの⾃分とは異なる視点で街なかでの⽣活をイメージし、何があったら便利か、どういう機能
が必要なのかについて、各班とも活発な意⾒交換が⾏われていたため、有意義なグループワークとなりました。 

 
各班のプレゼン後には、古池⽒から以下のようなコメントを頂きました。 
「街のことを知る機会は重要なこと。海外の街には、その街がどういう歴史的背景をもってできあがってきたかを教える仕

組みが出来上がっているところもある。住んでいる⼈がその街を愛し、きちんと街のことを知る機会があることは良いこと。ま
た、少数派のための場所（例えば、科学マニア、コスプレマニア等が集まる場所）等、限定的な利⽤をする場所ではな
く、いろいろな利⽤者を想定した場所づくりの考え⽅も、街なかの活性化には良いと思う」 

 
また、第３回⽬の総評では、松村先⽣より、以下のようなコメントを頂きました。 
「街づくりは相⼿を押し倒し、⾃分の意⾒を押し通すような戦いの場ではなく、共感して出来上がるものであり、相⼿の

⽴場に⽴つということが⼤変重要である。そういう練習の⼀環として、ロールプレイングを実践することがあるが、相⼿のこと
がわからずもう考えられない、ということで失敗する事例も多いが、本⽇のグループワークにおいて活発な意⾒が⾶び交った
ことは、この会議の可能性を感じた。⾃分の⽴場を離れると⾔いやすくなることもあり、ロールプレイングを通じて、異なる⽴
場で意⾒交換を繰り返すことで良い街のアイデアが⽣まれると思う。１つの空間をシェアすることは、共感なしではありえな
い。今後も、各講師から最新の情報提供を頂きながら、皆さんと⼀緒に意⾒交換できれば良いと思う。」 

 
第４回街なかサポーター会議では、UDS㈱の中川⽒をお招きし、「⼈と場をつなぐ新しいコミュニティづくり」をテーマとし

て、レクチャーをいただく予定です。第４回⽬では、第３回⽬に引き続き、ロールプレイング式でグループワークを実施して
いただきます。ただし、今回は街なか居住ではなく、「郊外居住」という設定で、街なかを訪れた時にどういった⽣活をして、
その時にどういった機能が必要なのか︖について考えていただき、意⾒交換をしていただく予定です。 
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３．参加者名簿 
班 番号 分類 ⽒名 備考 
1 1 使い⼿ ⾕岡 加寿美  
 2 〃 ⽑利 彩希  
 3 地元 ⽇野 ⼆郎  
 4 〃 沢⽥ 由美  
 5 ⺠間 ⼩⾕ 祐樹  
 6 ⾏政 坪内 洋※2  

 7 UDCM 松村 暢彦※1  
2 1 使い⼿ 松波 雄⼤  
 2 〃 ⽇野 順⼦  
 3 〃 東川 祐樹  
 4 ⺠間 越智 あい  
 5 地元 ⼆宮 秀⽣  
 6 〃 松島 宏⾏  

 7 ⾏政 兵藤 ⼀⾺※2  
 8 UDCM 柳原 卓※1  
3 1 使い⼿ 三好 花保  
 2 〃 近藤 恭⼦  
 3 〃 團迫 佳輝  

 4 〃 庄屋 宏美  
 5 ⺠間 樋⼝ 孝幸  
 6 〃 浅⼦ 佳英  
 7 〃 ⼩⽥ 真太郎※2  
 8 地元 ⼩川 憲次  
 9 UDCM ⼩野 悠※1  
4 1 使い⼿ 武井 泰⼦  
 2 〃 清⽔ ⼤司  
 3 ⺠間 上⽥ 憂  
 4 地元 ⼤⻄ 彰  

 5 〃 ⻑坂 紀⼦  
 6 ⾏政 河上 康志※2  
 7 UDCM 新居⽥ 真美※1  

※1︓ファシリテーター※2︓ファシリテーターの補助 
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